
工事現場の安全管理・施工管理・施工上の配慮



マルチセーフティみまもり隊 DX 機能紹介
「工事現場の安全管理・施工上の配慮 」

１、安全管理
工事現場全体の安全管理

 現場入場の作業員、「重機・運搬車運転」、技術職員等のバイタル（健康状態）と位置情報を把握

 重機対運搬車両、重機対作業員、社会インフラとの接触防止、搬入車両運行注意喚起

 危険区域の注意喚起と侵入防止

２、施工上の配慮

 気象情報 「降雨・積雪・風速・風向・気温・湿度・WBGT」

 水文情報 「水位」

 環境対策 「粉塵・濁度・pH」

 状況把握 「監視カメラ」



マルチセーフティみまもり隊とは？

安全管理と施工管理能力の向上と共有、生産性向上を図る為の

ウェアラブルIoTツール
運転手、作業員の健康状態と位置情報（座標）を情報化施工により管理

作業員（バイタル情報、位置情報）の安全管理

バイタル情報を継続的に計測する事で『普通』の状態を見守る

ひとり作業のみまもりの活用に

重機、車両の位置情報の安全管理、施工管理として（GPS位置情報）
アラートエリアの設定により自動でKY周知

作業員の検知による接近防止事故の対策

車両の運行ルートの設定、音声での注意喚起

安全の意識改革と現場ルール周知徹底

現場の安全体制の更なる向上と生産性向上



活用目的 建設作業時の安全施工管理向上

【体調不良の未然防止と早期発見（安全管理）】

【建設機械の運行管理（施工管理） 】

解決
・バイタル情報の変化で作業員の「普通じゃない」がわかる

・アラート検知で「ひとり作業者」に対しての第三者フォロー

が可能

・現場ルール周知方法の「簡素化」、「省力化」が可能

・現場でのコミュニケーションツールとして

解決
・車両の現在地を把握し円滑な運行を管理する事が可能

・KY周知の「省力化」、端末からの自動周知が可能
・「ひとり作業者」の現在地情報がわかる

・遠隔地で現場管理を行うツールとして

問題点

・見た目では体調不良に気づきにくい

・健康状態までの配慮はできない（常に、顔合わせする作業ではないため）

・オペレータでひとり作業が多い

・現場従事者の高齢化による業界の現状

・従事者の労働環境の整備

問題点

・運行台数の掌握が難しい

・運搬車両がどこにいるかわからない

・休憩場所、交通事故、他工区との干渉具合

・危険な場所、注意が必要な交差点現場ルールは周知しているが…

・オペレータの現着状況を確認できない ｅｔｃ



導入イメージ 現場管理の情報共有

現場職員
監理者

本社現場作業員

会社

発注機関

協力業者

可視化 情報共有



運用イメージ 安全管理の効率化

【監視情報の一元管理】
全入場者の健康管理
安全管理情報
施工上の配慮情報



運用イメージ 重機接近警報（GNSS補正基準点）

基準局

高精度位置補正



各計測値がそれぞれの管理画面に



各種データ出力座標管理ログ、健康状態の可視化、書類作成の省力化



機器に関する注意事項

ダブルセーフティみまもり隊は、ヘルスケア端末です。
医療機器とは異なります。
ダブルセーフティみまもり隊は、疾病を予防する物ではありません。
使用者のバイタル情報を計測し、平常時の状態との違いをお知らせするツールです。
ダブルセーフティみまもり隊は、疾病を判断する物ではありません。
熱中症や頻脈などの症状を診断することはできませんのでご注意ください。


